
2012年1月アーカイブ

葛西臨海公園で
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前回鳥類園では、淡水か汽水か池が両側にあり

海も側なので、鳥が色々と見られると期待した
とまでは見られなく、今回は時間がなく、魚たち

や飛べない鳥のこどもたちや（人の子供も）

いたので見れました。

ローマ字では

HOTEL SEASIDE ONE で
日本語では

ホテルシーサイド江戸川　みたいです。

海苔を作っていました。

海水浴場復活ための具体的目標と方法

②マリンガーデニング

二枚貝・海そう等を育成して水質浄化や生

き物の住み家つくりを行う。
乾海苔問屋藤森海苔店（だと思う）というエプロンをして

いる人も１人。

波打ち際と向こう側にビル。

砂浜には子供も。
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黄色いのは葉っぱで、収穫のあとみたいでした。

最近は乗る機会も。

クリスタルビューからガラスや海、雲にあたる光。

昼にはシーフード "F" ランチを食べました。

（サケフライ、エビフライ、カニ爪コロッケ

肉にネギを巻いたもの、野菜）

A,Bランチなど休日だから？確かありません。

SOBUKI
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水族館のチケット売り場でフィリピン人の

女の子２人を前にいれてあげました。

一人がしごとでもう一人が学生ということでしたが、

よく聞いてみると仕事もしているとあいまいになりました。

最初の子は、なんのことはなく、日本語で話せることでした。

子供です。

水族園で産まれたトビハゼ

ストリートパフォーマーがたぶん先ほどの人と

新しい２人ぐらいで、先ほどよりはだいぶお客さんは

すくなかったですが、別な演目？をやっていました。

ダイヤと花の大観覧車の営業時間が分からなく、
まだ（前回も）乗っていなかったので、そちらへ

少し急いで。

東京タワーの方はここからだとこちらよりは距離もあり、

夕日が眩しく、探しあてられませんでした。

Star Fish Journal: 2012年1月アーカイブ http://www.melotone.net/mt/sfjournal/2012/01/

3 / 13 2013/02/04 13:02



神楽を奏した・が聞こえた・堂があった
tsuji (2012年1月22日 09:31) | コメント(0) | トラックバック(0)

帰りに神楽坂付近で下車。

改札を出るとワッフルが駅で売ってましたが、
前回来た時に、和菓子を買ったので、

ここではちょっとみただけ。

結局この日はお土産に和菓子や洋菓子は買わず、

小さい置物で福を呼ぶ鳥をオフィス用途に選んで、

大きいのを後で購入したら自分用にします。

どうもというか、帰る頃に iPadを使っている外国人に
フランス人かどうか尋ねると、そうでなく、ブリティッシュ

カウンシルと書いてあるビルに入っていきました。

東京日仏学院などあります。道行く人も、イヤホン

をしてる人には話しかけられませんし、携帯で話して

いる人は、英語かフランス語、その他の言語など

よく聞けばどこの人か分かるかもしれません。

その母国の人には、外見で自国の人と外国のひとと区別は
付くのでしょうけれど、私にはなんとなくぐらいにしか

分かりません。この日は通じた人もいることはいたという

感じです。フランス人街という印象は正確ではありません

でした。

道の途中の本屋で神楽坂のガイドも売っていたりしました。

この近辺やもう少し広くとった所に住んでいなくて知らない
人はそちらを見てもらい、メイン通り（早稲田通り？：たぶん

靖国神社のそばから早稲田大学の方へ通じる）を中心に

路地などを散策しました。
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皇居東御苑
tsuji (2012年1月18日 11:51) | コメント(0) | トラックバック(0)

休日ということもあり、たぶん平日よりも

走っている人がたくさんです。
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一周って、歩いて回ったことはあるのですが

何キロかちょっと調べてみると5kmぐらい

です。

逆回りに走っている人がいないのは、

トラックと同じためか、ぶつからないようにか

私も歩いたときには同じ方向に沿いました。

平川門から中に入り、この日は入場の時預かる

札が要りませんでした。

この建物は何かアメリカの方かオーストラリアの方かに

質問をされましたが、分かりませんでした。

桃華楽堂ということです。

外国の方に天守台の上の所で、写真を撮ってくれるよう

頼まれたのですが、その時の背景がビルということでしたが、
後ろに日本武道館が写っていた方がいいと教えて、そう

なりました。
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富士見櫓です。堀の外側から見えるみたいです。

冬という時期的なものもあり、あまり花が咲いている

時期ではないですし、走らないと寒いことか、

日本人はそれほどはいませんでした。

1/3か2/5ぐらい外国人でした。

イングランドからの人も初めはなぜかいませんでしたが

最後の方になって２組いました。

女性だけで旅する人も、それほど、

４人で来ていた若い方はいましたが、
いませんでしたし、彼女達は

ドイツからということで、

私の言葉とあまり通じませんでした。

二の丸庭園は池などあり綺麗なのですが工事中でした。

大手門から出てまた写真を頼まれて、

写してあげたのですが、私のカメラで

私を写してくれるということで、撮りましたが、

私が着ていたニットコート？のボタンがずれて

いたのに、あとで歩いているときに気がつきました。

When you leave here
tsuji (2012年1月13日 09:10) | コメント(0) | トラックバック(0)
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（その時あなたも考えてみて）

Thank you for buying a ticket to see
my show. And for those of you who didn't
pay for your tickets, I want my money back.
マディソン・スクエア・ガーデンにおいての

レディー・ガガのライブからです。

DVDとして出ているのと
同じものか分かりませんが、

wowowがチャンネルを増やしたときの無料放送を

録画してあるので、見ています。

買ったものでないですし、お金を返すと考えても、

ちょっとできないです。

I'm just kidding.

ボーン・ディス・ウェイは持っていますし、

やっぱりアーティストとしては、無料だからでなく、

ライブにはお金を払って、自分を削って、

来てほしいという気持ちが強いみたいです。
映像で魂が、ということろもありましたが、

そういう所まで、求められる客もいるのでしょう。

（正確には歌で、客が対象ではないと思います）

I would pray and I would dream that
someday one person would believe in me.
（祈って夢見たわ、いつの日か
誰かが私を信じることを）

When you leave here tonight, know
at least one person believes in you.
（だから今夜ここから帰るときに

あなたを信じる人がひとりいることを

決して忘れないで）

（＊訳は映像のものです。英文は聞き取ったものなので
違う所があるかもしれません）

リトル・モンスターに対するこころづかいで、

ここのone personというのは、

先のが誰かですが、

後のはレディー・ガガのことで、

見にきてくれた人、信じてくれる人への
愛情を感じます。

日本のまつり・故郷の味
tsuji (2012年1月 9日 12:07) | コメント(0) | トラックバック(0)

今、東京ドームで開催されている

ふるさと祭り東京

に行ってきました。
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なかなか各地の祭りに触れる機会も

行われる時期にそちらへちょうど

訪れるというのも、自分の日程の空きや

また、どうしても人によって行く場所
が偏ってしまうこともあると思います。

故郷の味も旬や地域により、知っている

ものも同じようなことがいえます。

今回の催しは一つのステージや出店で

知れることは、短い時間であったりで

限定されてしまいますが、味わえなかった
ものや見ることのできなかったものも

これから訪れる所を、垣間見れ、

何時かは足を運びたいです。

八戸法霊神楽

弘前ねぷたまつり

高知よさこい祭りほにや

津軽三味線

麓山高原豚喜多方ラーメンバーガー

MINOH BEER インペリアルスタウト
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こだわり卵のイカ焼き九条ネギ入り

能登牛牛スジ丼

鳥取しゃんしゃん祭

盛岡さんさ踊り

カメラのメモリや私の？容量もあったので
紹介したのは一部です。

まわる計画を練ったりと事前に準備もし、

フルに味わえたらいいです。

手賀大橋を挟んで（２）
tsuji (2012年1月 5日 17:32) | コメント(0) | トラックバック(0)

このあたりに行くとどの鳥が見られ、
私が行った12月の昼間にちょうど出てきそうな

鳥は？一日中双眼鏡をもったりして待ったり探し

たりしなく、都合良く綺麗で特有のものが現れ

ることも少し期待しました。

対岸から

手賀沼周辺は「沼からヨシ原、水田、斜面林を経て

大地の上の平坦地まで続く地形のゆるやかな変化が

見られるはずです。地形の変化に合わせて、植生が

徐々に変化している」移行帯（エコトーン）で「多

様な生物が生息している」ので多様な鳥がいるみたい
ですが、鳥の博物館

のベランダから沼の方へ目を

向けてみましたが、そこからは風景は良かったですが

そこからの眺めでは鳥は小さくはよく分かりません
でした。
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少し奥へ入った所まで歩き、頭上の木々には鳥が

飛んでいました。小さい鳥で、名前は分からなく

撮影できませんでした。そこの山階鳥類研究所です。

博物館には様々な鳥の剥製や模型の展示が手賀沼の

自然だけでなくて、人類と自然との調和といったテーマ

のコーナーなどがあります。

一時は汚い沼というイメージのあった手賀沼で、

上流の川ではないのでやませみがいるかは分かりませんが、
ついている笛はやませみの鳴き声ではないと言われましたが

購入しました。もし瓦礫で出れなくなったときにこの笛を

使えるか、封を開けてみました。後でおもいっきり吹いて

みたいです。

お酒を買いに
tsuji (2012年1月 2日 09:06) | コメント(0) | トラックバック(0)

年末の片付け清掃の空いた時
酒屋へ、年越しと新年に飲むおさけを

買いに行きました。

日本酒は今年話題となった物や有名で、

おいしいもの、飲んだことの（あまり）ないものを

買ってきました。

ビールはお歳暮にもらった小瓶の詰め合わせを、

ものによってはちょっと検索して

飲んではいます。新年にということもあって
みんなで飲まない人も好きなだけ飲めるように

足りなくなれば、買い足してきます。

缶のお酒も少し、正月の気分によってはいただきます。

家にも、ワインも含め、カンもあります。
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地に
tsuji (2012年1月 2日 08:52) | コメント(0) | トラックバック(0)

正月ということもあり、朝に酒が入って

コタツでうとうとし、それが覚めたころに
初詣に本土寺へ。

駐車場はいっぱいでしたが、歩いて行きましたので

大丈夫。

これは、行きの黒門家にて。

赤門家と黒門家は紫陽花、あやめ、桜、紅葉の時期のみに

開いていたり、客の呼び込みをしている店も多々ある中、
一年中やっていたように思います。

門は小学校の頃に、夏休みの課題の絵で書いている友達も

いましたが、前面は道路で赤門家の店先で椅子を広げる

など迷惑なのか、どうしても後ろ側から書いているものが
ほとんどでした。背後からの眺めの方がいいということも

たぶんないです。

夜中から考えてみて、何時頃があまり並ばなくていいのか

でも、この時は並びました。

例年は参拝のあとおみくじを引くのですが、財布の中に

100円玉一枚と残りの小さいものだったので、賽銭箱に

入れお願いをして、（箱の所に入れる所があるおみくじ）

引きませんでした。よく宝くじを入れる人もいますが
買っていませんでしたし、先月マフラーを買ったときにもらった

店の宝くじは家に帰って見てみるとハズレでした。

ハズレくじは300円のクーポンとしてご利用可能！

とあるのも、額とかちょうどいいということでしょうか。

宝くじのハズレがクジ1枚分というのは、それを取りに、

わざわざそのために小額を取りにいくというのは、

それでまた買ってもらおうという狙いではないかと
思います。

一年を通して無料で入れる時もそうはないので庭に
回りました。
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写真を撮るのが好きな人は特に、時期を見て、

入場料はいりますが来るまでの交通費の方がなど考え、

是非一度は来てみてください。
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